
「
羅
生
門
」
僻
見

四

「
羅
生
門
」
僻
見

堀
　
　
部

功
　
　
夫

〔
秋
の
暮
方
、
羅
生
門
の
下
。
一
人
の
男
１
１
〕
下
人
は
七
段
あ
る
石
段
の
一

番
上
の
段
に
、
洗
ひ
ざ
ら
し
た
紺
の
襖
の
尻
を
据
ゑ
て
、
右
の
頼
に
出
来
た
、

大
き
な
面
飽
を
気
に
し
な
が
ら
、
ぽ
ん
や
り
、
雨
の
ふ
る
の
を
眺
め
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
〔
か
れ
は
磯
死
か
盗
人
に
な
る
か
の
岐
路
に
居
る
。
〕

　
原
典
『
今
昔
物
語
集
』
「
羅
城
門
登
上
層
見
死
人
盗
人
語
」
の
く
摂
津
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

辺
よ
り
盗
せ
む
が
為
に
京
に
上
け
る
男
Ｖ
を
、
芥
川
龍
之
介
は
書
き
換
え
た
。

　
０
摂
津
辺
よ
り
上
洛
を
、
〈
京
都
の
町
ｖ
で
く
永
年
、
使
は
れ
て
ゐ
た
主
人

か
ら
、
暇
を
出
さ
れ
た
Ｖ
に
、
　
盗
人
に
な
る
決
断
済
み
を
、
〈
行
き
所
が
な

く
て
、
途
方
に
く
れ
て
ゐ
た
Ｖ
に
、
改
変
し
た
。
〈
こ
こ
に
芥
川
の
最
初
の
独

創
が
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
小
説
の
主
題
を
左
右
す
る
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
条
件
で
あ
っ
た
〉
（
三
好
行
雄
）
。

　
さ
ら
に
芥
川
は
主
人
公
を
く
大
き
な
面
胞
を
気
に
Ｖ
す
る
人
と
書
く
。
こ
の

付
加
も
前
記
の
改
変
に
劣
ら
ず
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
〈
面
飽
Ｖ
に
つ
い
て
は
、
主
人
公
の
年
齢
を
示
す
と
の
注
が
す
で
に
あ
る
。

『
近
代
文
学
注
釈
大
系
芥
川
龍
之
介
集
』
（
有
精
堂
、
昭
３
８
・
５
・
３
０
一
の
吉
田

精
一
〔
北
村
佐
太
夫
協
力
〕
注
く
に
き
び
が
あ
る
こ
と
で
下
人
の
年
の
若
さ
、

皮
膚
の
あ
ら
さ
、
そ
の
他
を
想
像
さ
せ
る
Ｖ
ほ
か
。
青
年
を
意
味
す
る
効
果
は

動
く
ま
い
。

　
た
だ
こ
れ
だ
け
の
理
由
な
ら
く
面
飽
Ｖ
を
一
度
描
け
ば
済
む
。
作
品
で
は
こ

の
あ
と

○
　
〔
略
〕
楼
の
上
か
ら
さ
す
火
の
光
が
、
か
す
か
に
、
そ
の
男
の
右
の
頬
を

　
　
ぬ
ら
し
て
ゐ
る
。
短
い
髪
の
中
に
、
赤
く
膿
を
持
つ
た
面
飽
の
あ
る
頼
で

　
　
あ
る
。
下
人
は
〔
略
〕

○
　
下
人
は
、
太
刀
を
鞘
に
お
さ
め
て
、
そ
の
太
刀
の
柄
を
左
の
手
で
お
さ
へ



　
　
な
が
ら
、
冷
然
と
し
て
、
こ
の
話
を
聞
い
て
ゐ
た
。
勿
論
右
の
手
で
、

　
　
赤
く
頬
に
膿
を
持
た
大
き
な
面
胞
を
気
に
し
な
が
ら
、
聞
い
て
ゐ
る
の
で

　
　
あ
る
。
〔
略
〕

○
　
老
婆
の
話
が
完
る
と
、
下
人
は
潮
る
や
う
な
声
で
念
を
押
し
た
。
さ
う
し

　
　
て
、
一
足
前
へ
出
る
と
、
不
意
に
、
右
の
手
を
面
飽
か
ら
離
し
て
、
老
婆

　
　
の
襟
上
を
つ
か
み
一
略
〕

と
く
面
胞
Ｖ
を
く
り
か
え
す
。

　
こ
の
く
面
胞
Ｖ
を
宇
野
沽
二
が
小
説
進
行
係
の
く
小
道
具
Ｖ
と
言
っ
た
の
は

有
名
だ
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
、
波
多
野
完
治
が
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
ー
フ
と
認
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
〇
一

い
た
。
波
多
野
説
は
、
今
日
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。
保
坂
宗
童
よ
り
く
ニ
キ
ビ

そ
の
も
の
は
、
こ
の
小
説
の
内
容
そ
の
も
の
と
必
然
的
な
関
係
を
も
っ
て
い
る

と
は
思
わ
れ
な
い
Ｖ
と
否
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
下
人
が
盗
人
に
な
る

く
勇
気
が
出
ず
に
ゐ
た
Ｖ
問
は
一
面
胞
を
気
に
し
Ｖ
、
決
断
を
下
し
た
と
こ
ろ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
↓

〈
手
を
面
飽
か
ら
離
Ｖ
す
。
下
人
の
精
神
状
態
と
密
接
不
可
分
で
あ
り
十
分
検

討
に
値
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

　
〈
面
胞
を
気
に
し
〉
を
、
〈
劣
等
感
Ｖ
一
寺
村
滋
一
・
〈
過
去
の
文
化
や
習
慣
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
埜

よ
っ
て
植
え
つ
け
ら
れ
た
白
意
識
Ｖ
一
森
常
治
一
・
下
人
に
く
残
っ
て
い
る
虚
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
土

心
、
し
た
が
っ
て
人
問
ら
し
さ
（
悪
魔
的
で
な
い
も
の
一
Ｖ
一
川
崎
寿
彦
）
と
解

く
論
が
す
で
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
こ
れ
ら
は
く
下
人
の
臆
病
な
性
格
を
示
す
Ｖ
一
石
割
透
一
く
面
飽
を
気
に
し
Ｖ

　
　
　
　
　
「
羅
生
門
」
僻
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

の
有
機
的
説
明
に
な
る
。
一
「
面
胞
」
は
下
人
白
身
で
あ
る
Ｖ
一
大
平
和
男
一
式

の
膝
鹿
解
よ
り
ピ
ン
ト
が
あ
う
。

　
私
は
く
虚
栄
心
Ｖ
解
に
啓
発
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
森
・
川
崎
を
ふ
く
め
先
学

が
下
人
を
く
世
聞
体
Ｖ
熟
知
の
健
常
者
視
す
る
前
提
は
、
後
述
の
よ
う
に
採
ら

な
い
け
れ
ど
も
。二

下
人
は
、
頸
を
ち
、
・
め
な
が
ら
、
山
吹
の
汗
杉
に
重
ね
た
、
紺
の
襖
の
肩
を

高
く
し
て
、
門
の
ま
は
り
を
見
ま
は
し
た
。
雨
風
の
患
の
な
い
、
人
目
に

か
・
る
倶
の
な
い
、
一
晩
楽
に
ね
ら
れ
さ
う
な
所
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
と
も

か
く
も
、
夜
を
明
さ
う
と
思
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
、
幸
門
の
上
の
楼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
二

へ
上
る
、
幅
の
広
い
、
之
も
丹
を
塗
つ
た
梯
子
が
眼
に
つ
い
た
。
上
な
ら
、

人
が
ゐ
た
に
し
て
も
、
ど
う
せ
死
人
ば
か
り
で
あ
る
。
下
人
は
、
そ
こ
で
腰

　
　
　
　
ひ
じ
り
づ
か

に
さ
げ
た
聖
柄
の
太
刀
が
鞘
走
ら
な
い
や
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
藁
草

履
を
は
い
た
足
を
、
そ
の
梯
子
の
一
番
下
の
段
へ
ふ
み
か
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
ｏ

　
右
場
面
に
っ
き
、
笹
淵
友
一
、
・
首
藤
基
澄
の
論
争
が
あ
っ
た
。
笹
淵
は
下
人

が
く
仕
事
に
あ
り
つ
く
Ｖ
た
め
く
た
と
い
眠
っ
て
い
る
間
で
も
、
そ
の
存
在
が

他
人
の
口
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
万
一
の
僥
倖
を
期
待
す
る
Ｖ
は
ず
な
の
に
、
そ

の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
な
い
か
ら
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
欠
く
、
と
い
う
。
一
方
、

首
藤
は
下
人
が
楼
上
へ
上
る
の
を
く
当
然
の
保
身
の
行
為
Ｖ
と
し
く
無
防
備
な

寝
姿
は
人
目
に
晒
し
た
く
な
い
と
思
う
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
死
骸
よ
り
も
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
　
　
「
羅
生
門
」
僻
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
＠

目
を
怖
れ
る
、
そ
れ
が
乱
世
を
生
き
る
人
問
の
心
理
で
あ
る
〉
と
反
論
す
る
。

　
作
中
、
羅
生
門
は
〈
盗
人
が
棲
む
。
と
う
と
う
し
ま
ひ
に
は
、
引
取
り
手
の

な
い
死
人
を
、
こ
の
門
の
上
へ
持
つ
て
来
て
、
棄
て
・
行
く
と
云
ふ
習
慣
さ
へ

出
来
た
。
そ
こ
で
、
日
の
目
が
見
え
な
く
な
る
と
、
誰
で
も
気
味
を
悪
る
が
つ

て
、
こ
の
門
の
近
所
へ
は
、
足
ぶ
み
を
し
な
い
事
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ

る
〉
と
描
か
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
〈
盗
人
が
棲
む
Ｖ
と
こ
ろ
へ
赴
く
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

〈
当
然
の
保
身
の
行
為
Ｖ
と
言
え
ま
い
。
下
人
は
く
上
な
ら
、
人
が
ゐ
た
に
し

て
も
、
ど
う
せ
死
人
ば
か
り
Ｖ
と
、
〈
盗
人
Ｖ
を
考
え
て
い
な
い
か
ら
外
す
と

し
て
も
、
〈
誰
で
も
〉
足
ぶ
み
し
な
い
と
こ
ろ
へ
近
寄
る
の
を
自
然
な
行
為
と

み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
と
は
い
え
、
こ
こ
で
芥
川
が
く
人
問
の
心
理
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

全
に
洞
察
を
欠
い
て
い
る
Ｖ
と
み
る
笹
淵
説
に
も
組
み
し
が
た
い
。

　
「
羅
生
門
」
は
お
そ
ら
く
完
全
無
欠
な
作
品
で
は
な
い
。
と
し
て
も
、
欠
陥

指
摘
は
伝
家
の
宝
刀
、
万
策
尽
き
て
の
最
終
案
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
〈
ど
う

考
え
て
も
問
題
群
が
解
決
さ
れ
な
い
と
証
明
さ
れ
た
と
き
に
、
初
め
て
作
品
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

未
熟
を
指
商
す
べ
き
な
の
で
あ
る
Ｖ
と
い
う
須
田
千
里
の
原
則
に
私
は
従
う
。

　
そ
も
そ
も
先
学
は
圧
倒
的
に
下
人
を
普
通
・
平
凡
の
人
と
前
提
し
て
論
を
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

て
て
い
る
。
〈
普
通
の
市
民
Ｖ
（
長
野
嘗
一
）
・
〈
平
凡
な
下
人
Ｖ
（
浮
橋
康
彦
）
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

〈
下
人
は
、
普
通
の
、
平
凡
な
、
若
者
で
あ
る
Ｖ
（
檜
垣
良
夫
）
・
〈
ご
く
平
凡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

で
、
日
常
的
Ｖ
（
覚
井
靖
夫
）
・
〈
ご
く
ふ
つ
う
の
人
〉
（
永
井
豪
）
・
〈
ご
く
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

り
前
の
青
年
〉
（
田
中
実
）
等
。
こ
の
他
、
明
示
し
な
い
大
方
の
論
者
も
同
前

提
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
、
下
人
の
心
理
が
誰
に
で
も
共
感
可
能
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
証

す
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
素
朴
に
本
文
前
引
場
面
を
読
め
ば
、
下
人
を
普
通
の
人
と
み
た
印

象
は
覆
る
。
教
科
書
で
読
ん
だ
高
校
生
が
〈
下
人
は
死
体
と
一
緒
に
寝
よ
う
と

し
た
の
か
、
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
そ
こ
か
ら
し
て
下
人
の
人
間
性
が
お
か

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
〉
・
〈
白
分
が
仮
に
下
人
だ
と
し
た
ら
、
あ
ん
な
不
気
味
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

羅
生
門
へ
は
行
き
ま
せ
ん
〉
む
ね
発
一
言
し
た
と
お
り
。

　
た
し
か
に
く
死
人
ば
か
り
Ｖ
の
楼
上
を
く
楽
に
ね
ら
れ
そ
う
な
所
Ｖ
と
す
る

感
覚
は
、
ご
く
普
通
・
平
凡
な
人
の
そ
れ
と
し
て
無
理
が
あ
る
。
〈
こ
の
小
説

に
お
い
て
は
、
主
人
公
の
下
人
が
〔
略
〕
通
常
人
と
は
極
め
て
異
質
な
神
経
、

と
い
う
よ
り
人
格
を
有
し
た
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
無
視
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
Ｖ
（
早
瀬
輝
男
）
。

　
笹
淵
・
首
藤
の
論
点
は
、

Ａ
　
楼
上
へ
上
る
下
人
の
行
為
が
常
識
的
〔
○
と
す
る
〕
か
否
〔
×
と
す
る
〕

か
、Ｂ

　
芥
川
の
右
描
写
に
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
〔
○
と
す
る
〕
か
否
．
〔
×
と
す

る
〕
か
、
で
、
笹
淵
は
Ａ
×
Ｂ
×
、
首
藤
は
Ａ
Ｏ
Ｂ
○
で
あ
っ
た
。
私
は
、
Ａ

Ｘ
Ｂ
○
説
な
の
で
あ
る
。
下
人
の
心
を
普
通
人
の
域
を
逸
脱
し
た
と
読
む
か
ら
、



常
識
に
沿
わ
な
い
行
為
の
描
写
も
リ
ア
リ
テ
ィ
を
損
わ
な
い
と
思
う
。

　
さ
て
、
下
人
を
特
異
と
み
た
が
、
そ
の
内
実
を
ど
う
考
え
る
か
。
早
瀬
の
、

下
人
が
く
多
少
の
こ
と
で
は
動
じ
な
い
、
い
い
方
を
変
え
る
な
ら
ば
、
並
の
人

間
に
は
な
い
肝
心
を
有
し
て
い
た
Ｖ
と
い
う
解
と
ち
が
っ
て
、
む
し
ろ
逆
で
、

病
的
に
引
込
思
案
な
下
人
を
想
定
す
る
。
私
は
本
文
の
く
人
目
に
か
・
る
倶
Ｖ

を
重
視
し
た
い
。
決
し
て
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
こ
な
い
死
人
の
方
が
楽
と
い
う

く
ら
い
、
生
者
の
く
人
目
Ｖ
を
く
倶
Ｖ
れ
る
下
人
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
麦
一
ル
ヒ
マ
マ
一

　
二
階
へ
移
動
場
面
の
原
典
は
く
山
城
の
方
よ
り
人
共
の
数
来
た
る
音
の
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゃ
は
　
　
か
き

け
れ
ば
、
其
れ
に
不
レ
見
え
じ
と
思
て
、
門
の
上
層
に
和
ら
掻
っ
き
登
た
り
け

る
に
Ｖ
で
あ
っ
た
。
こ
の
盗
人
ら
し
い
心
理
を
作
品
は
改
変
し
た
。
〈
人
共
Ｖ

を
削
除
し
、
冒
頭
来
の
く
こ
の
男
の
外
に
Ｖ
〈
誰
も
ゐ
な
い
Ｖ
風
景
と
し
た
。

〈
人
目
Ｖ
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
内
面
に
働
く
心
理
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

　
無
人
風
景
は
、
も
ち
ろ
ん
廃
市
平
安
京
を
描
出
す
る
。
木
村
一
信
は
下
人
存

在
の
一
強
調
表
現
Ｖ
だ
と
注
意
し
た
。
下
人
の
く
誰
Ｖ
と
も
異
な
る
特
異
性
の

暗
示
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
三

　
一
見
ご
く
普
通
だ
が
、
実
は
特
異
。
こ
の
下
人
は
”
神
経
衰
弱
”
、
今
で
言

う
対
人
恐
怖
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
罹
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
対
人
恐
怖
に
つ
い
て
は
森
田
療
法
か
ら
多
く
教
え
ら
れ
る
。
素
人
な
が
ら
俄

　
　
　
　
　
「
羅
生
門
」
僻
見

レ
ポ
ー
ト
を
試
み
よ
う
。

　
対
人
恐
怖
は
、
強
迫
観
念
研
究
の
中
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
。
管
見
に
及
ん

だ
、
明
治
時
代
の
研
究
は
、
川
呉
秀
三
「
強
迫
観
念
二
就
キ
テ
」
一
明
２
４
・

１
２
・
５
『
哲
学
会
雑
誌
』
）
、
閉
呉
秀
二
一
「
強
迫
的
観
念
ヲ
有
ス
ル
精
神
病
ノ
症

例
」
（
明
２
５
・
ｕ
・
５
－
１
２
『
東
京
医
事
新
誌
』
）
、
刷
榊
倣
「
強
迫
観
念
ヲ
有

ス
ル
患
者
ノ
実
例
」
一
明
２
８
・
７
・
２
０
－
８
・
５
『
東
京
医
学
会
雑
誌
』
一
、
川

森
田
正
馬
「
治
癒
セ
ル
強
迫
観
念
狂
ノ
一
例
」
一
明
３
８
・
２
・
５
『
神
経
学
雑

誌
』
一
、
旧
後
藤
省
吾
「
恐
怖
二
就
テ
」
一
明
３
８
・
６
・
５
『
神
経
学
雑
誌
』
一
、

刷
田
沢
秀
四
郎
「
強
迫
観
念
二
就
テ
」
一
明
４
０
・
３
・
５
『
神
経
学
雑
誌
』
一
で

あ
る
。

　
一
八
三
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
穿
｛
ぎ
一
が
注
意
し
、
一
八
六
六
年
、
表
一
呈

が
疑
問
病
と
し
て
報
じ
、
一
八
六
七
年
、
六
冨
甲
票
一
潟
が
命
名
し
た
強
迫
観

念
の
日
本
症
例
は
後
表
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
勿

　
強
迫
観
念
の
特
長
を
榊
傲
は
く
一
一
）
強
迫
観
念
ヲ
有
ス
ル
患
者
ノ
多
数
ハ
男

子
ナ
リ
〔
略
〕
一
二
）
強
迫
観
念
ヲ
発
成
シ
タ
ル
年
齢
ハ
九
歳
以
上
三
十
二
歳
迄

ニ
シ
テ
男
女
共
二
平
均
廿
一
二
歳
ヲ
多
ト
ス
〔
略
〕
一
三
一
患
者
ハ
中
等
以
上
ノ

牛
活
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
多
ク
、
殊
二
紳
商
、
学
牛
ハ
準
他
多
キ
ガ
如
シ
。
一
四
一
強
迫

観
念
ノ
内
容
二
従
テ
、
其
種
類
ヲ
区
別
ス
レ
バ
蒙
汚
恐
怖
、
及
ヒ
穿
馨
症
ヲ
最

多
ト
ス
一
略
〕
患
者
ノ
多
数
ハ
合
併
病
ヲ
有
ス
一
下
略
〕
Ｖ
と
集
約
し
た
。

　
芥
川
の
知
見
が
、
右
諸
文
献
に
達
し
て
い
た
明
証
は
無
い
。
だ
か
ら
、
対
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



「
羅
生
門
」
僻
見

犬
斗

症

迫
症
怖
怖
怖
怖
怖
怖
怖
怖
怖
意〕
“
』

数

○
の
い

強
　
恐
恐
恐
恐
恐

襲

恐
恐

告

復
　
潔
場
団
病
字

民
幸
ｏ

恐
恐
　
〉
い
な
　
　
　
一
な
れ
臭
面
誰

修症

反
穿
不
広
集
疾
語
火
盗
体
赤
尿
伐

件

）
１
（

１

１

）
２
（

１

１

）
３
（

Ｅ
０
　
７
’
　
１
　
１
　
ｏ
０
　
９
＾

１
■
　
　
　
　
１

１
２

）
４
（

１

１

）
５
（

ｏ
０
　
１
１
　
　
　
つ
０

１

２

０
１

）
６
（

３

３

数件
　
　
１
１
　
一
」
Ｕ
　
　
１

２
１
６
２
１
１
１
３
１

２

に
止
め
る
と
し
て
、
両
者
の
符
合
点
を
列
挙
す
る
。

（
一
）
症
例
は
男
２
６
人
・
女
７
人
で
あ
っ
た
。
下
人
も
男
で
あ
る
。

（
二
）
症
例
中
発
病
年
齢
の
示
さ
れ
た
患
者
の
そ
れ
は
平
均
二
二
歳
で
あ
っ
た
。

下
人
も
〈
面
飽
〉
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
若
者
で
あ
る
。

（
三
）
症
例
中
職
業
明
記
の
患
者
の
最
多
は
学
生
で
あ
っ
た
。
下
人
は
く
中
等

以
上
ノ
生
活
Ｖ
者
と
言
い
難
い
。
た
だ
し
こ
れ
を
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
許
さ
れ
る

者
と
換
言
で
き
る
な
ら
ば
、
下
人
を
重
ね
ら
れ
な
く
も
な
い
。
〈
っ
よ
い
感
情
Ｖ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

襲
来
時
く
面
飽
Ｖ
へ
の
言
及
が
消
え
、
ま
た
以
下
に
下
人
の
身
体
的
活
動
エ
ネ

ル
ギ
ー
充
満
ぶ
り
よ
り
う
か
が
え
ば
、
餓
死
の
進
行
が
緩
慢
な
た
め
か
、
な
お

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
期
を
残
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
下
人
の
く
余
裕
Ｖ
に
先
学
も
着
目
し
て
い
た
。
〈
下
人
は
〔
略
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

必
死
さ
を
持
た
ず
〉
（
平
岡
敏
夫
）
・
〈
心
理
的
余
裕
Ｖ
（
笹
淵
友
一
）
・
〈
心
の
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

裕
や
優
越
感
が
表
わ
れ
て
い
る
〉
（
櫻
井
雅
代
）
・
〈
餓
死
に
直
面
し
て
い
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

う
な
危
機
感
は
感
じ
ら
れ
な
い
〉
（
大
里
恭
三
郎
一
・
〈
余
裕
し
ゃ
く
し
ゃ
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
っ
た
と
こ
ろ
〉
（
関
口
安
義
）
等
。

　
た
だ
し
、
右
説
の
多
く
が
く
余
裕
Ｖ
を
本
文
く
面
飽
を
気
に
し
Ｖ
と
関
連
さ

せ
る
点
は
従
え
ず
、
ま
た
平
岡
が
こ
こ
か
ら
下
人
は
く
ぎ
り
ぎ
り
の
人
問
と
し

て
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
た
ぬ
Ｖ
と
作
品
欠
陥
指
摘
に
進
む
点
も
採
ら
な
い
。

（
四
）
症
例
中
く
赤
面
恐
怖
Ｖ
の
苦
悶
発
作
強
度
は
〈
一
、
改
マ
リ
タ
ル
場
所
、

式
場
、
衆
人
ノ
前
自
家
以
上
ノ
人
及
異
性
二
対
ス
ル
時
ハ
発
作
最
モ
強
劇
ナ
リ

／
二
、
普
通
一
辺
ノ
知
人
ニ
テ
親
友
ニ
ア
ラ
ザ
ル
人
二
対
ス
ル
時
モ
気
遣
ヒ
多

キ
ガ
故
二
比
較
的
発
作
強
シ
／
三
、
心
底
ヨ
リ
打
明
ケ
タ
ル
親
友
二
対
ス
ル
時

ハ
比
較
的
発
作
軽
ク
寧
口
妻
二
対
ス
ル
ヨ
リ
モ
軽
度
ナ
リ
ト
云
フ
／
四
、
自
家

ノ
子
女
及
医
師
二
対
ス
ル
時
ハ
最
モ
軽
ク
殆
ン
ト
発
作
二
関
係
ナ
シ
殊
二
医
二

対
シ
テ
疾
病
ノ
状
態
ヲ
詳
説
シ
其
治
療
ヲ
一
任
セ
ル
時
ハ
精
神
頗
ル
安
心
シ
テ

医
ノ
面
前
二
発
作
ヲ
惹
起
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
云
フ
〉
（
田
沢
秀
四
郎
）
。
赤
面
恐

怖
の
背
景
に
人
前
で
よ
く
見
ら
れ
た
い
心
理
が
あ
る
。



　
平
岡
の
前
記
説
は
下
人
が
く
に
き
び
な
ど
を
っ
ぶ
し
た
り
し
て
い
る
Ｖ
と
の

読
み
に
由
来
す
る
。
が
、
作
品
本
文
に
く
つ
ぶ
し
た
り
Ｖ
は
な
く
、
〈
面
胞
を
気

に
し
Ｖ
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
四
回
目
の
く
面
飽
Ｖ
個
所
か
ら
、
〈
面
飽
を

気
に
し
Ｖ
を
顕
現
す
れ
ば
、
ニ
キ
ビ
に
手
を
あ
て
る
・
手
で
覆
う
・
か
く
す
な

ど
の
し
ぐ
さ
が
推
定
で
き
る
。
下
人
は
く
膿
を
持
た
大
き
な
面
胞
Ｖ
を
く
人

目
Ｖ
に
さ
ら
さ
な
い
よ
う
、
必
死
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
の
ほ
ほ
ん
と

く
に
き
び
な
ど
を
っ
ぶ
し
た
り
し
て
い
る
Ｖ
の
で
は
な
か
っ
た
。

一
五
）
症
例
の
多
く
が
く
神
経
衰
弱
Ｖ
を
合
併
す
る
。
下
人
も
視
線
恐
怖
・
醜

貌
恐
怖
、
〈
人
目
Ｖ
を
く
気
に
Ｖ
す
る
地
獄
に
居
る
わ
け
で
、
ジ
ロ
ジ
ロ
・
ヒ

ソ
ヒ
ソ
に
萎
縮
し
堪
え
兼
ね
た
。
〈
面
飽
を
気
に
し
Ｖ
続
け
、
人
生
の
次
の
一

歩
に
踏
み
出
せ
ず
、
〈
何
時
ま
で
た
つ
て
も
Ｖ
〈
低
個
Ｖ
し
て
い
る
。

　
下
人
は
、
そ
の
呼
称
か
ら
く
主
人
Ｖ
と
の
関
係
で
生
き
て
き
た
こ
と
が
示
さ

れ
る
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
世
問
の
荒
波
に
採
ま
れ
る
経

験
は
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
く
い
っ
た
い
こ
の
俺
が
人
生
に
っ
い

て
何
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
？
／
も
ち
ろ
ん
、
俺
は
一
見
、
そ
の
中
に
立
っ
て

は
い
た
。
／
だ
が
、
俺
は
人
生
を
せ
い
ぜ
い
頭
で
分
っ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
／
い

ち
ど
も
そ
の
中
に
自
分
を
織
り
こ
む
こ
と
も
で
き
ず
、
／
我
を
忘
れ
て
、
そ
れ

に
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
も
な
か
っ
た
ｖ
と
述
懐
す
る
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル

「
痴
人
と
死
」
（
富
士
川
英
郎
訳
一
の
く
俺
Ｖ
に
近
い
立
場
の
よ
う
に
。

　
　
　
　
四

　
　
　
　
の

　
森
田
正
馬
は
、
強
迫
観
念
療
法
と
し
て
く
第
一
身
体
的
ノ
療
法
〔
略
〕
第
二

精
神
療
法
ハ
（
一
）
、
素
因
ア
ル
児
童
ノ
教
育
ヲ
注
意
シ
（
二
一
、
精
神
転
導
法
ハ

患
者
ノ
趣
味
ニ
ヨ
リ
〔
略
〕
一
三
）
、
醒
覚
暗
示
ハ
之
二
一
言
説
的
ト
仮
面
的
ト
ノ

ニ
種
ア
リ
、
甲
ハ
言
語
ヲ
以
テ
〔
略
一
乙
ハ
無
害
ノ
薬
剤
其
他
ヲ
籍
リ
テ

〔
略
〕
（
四
）
、
精
神
的
練
習
〔
略
〕
（
五
一
、
又
意
志
ヲ
以
テ
〔
略
〕
（
六
）
、
重

キ
モ
ノ
ハ
神
経
病
院
二
監
視
シ
テ
〔
略
一
第
三
、
催
眠
術
〔
略
〕
Ｖ
を
挙
げ
る
。

老
婆
の
台
詞
が
い
わ
ば
言
説
的
醒
覚
暗
示
に
、
引
剥
が
練
習
に
当
た
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
ら

「
こ
の
髪
を
抜
い
て
な
、
こ
の
女
の
髪
を
抜
い
て
な
蔓
に
せ
う
と
思
う
た
の

ぢ
や
。
」
〔
略
〕
成
程
、
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
く
と
云
ふ
事
は
、
悪
い
事
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
マ
マ

知
れ
ぬ
。
し
か
し
、
一
」
う
い
う
死
人
の
多
く
は
、
皆
　
そ
の
位
な
事
を
、
さ

れ
て
も
い
・
人
間
ば
か
り
で
あ
る
。
現
に
、
白
分
が
今
、
髪
を
抜
い
た
女
な

ど
は
、
蛇
を
四
寸
ば
か
り
づ
つ
に
切
っ
て
干
し
た
の
を
、
干
魚
だ
と
云
っ
て
、

た
　
て
は
き

太
刀
帯
の
陣
へ
売
り
に
行
つ
た
。
疫
病
に
か
・
つ
て
死
な
な
か
つ
た
な
ら
、

今
で
も
売
り
に
行
つ
て
ゐ
た
か
も
し
れ
な
い
。
〔
略
一
白
分
は
、
こ
の
女
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

し
た
事
が
悪
い
と
は
思
は
な
い
。
し
な
け
れ
ば
、
銭
死
を
す
る
の
で
仕
方
が

な
く
し
た
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
又
今
、
白
分
の
し
て
ゐ
た
事
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

悪
い
事
と
は
思
は
な
い
。
こ
れ
も
や
は
り
し
な
け
れ
ば
、
饒
死
を
す
る
の
で
、

仕
方
が
な
く
す
る
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
そ
の
仕
方
が
な
い
事
を

よ
く
知
つ
て
ゐ
た
こ
の
女
は
、
白
分
の
す
る
事
を
許
し
て
く
れ
る
の
に
ち
が

ひ
な
い
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る
。

「
羅
生
門
」
僻
見

一
九



　
　
　
　
　
「
羅
生
門
」
僻
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
か

　
原
典
の
姻
の
台
詞
〈
己
が
主
に
て
御
ま
し
つ
る
人
の
、
失
給
へ
る
を
糠
ふ

人
の
無
け
れ
ば
、
此
て
置
奉
た
る
也
、
其
の
御
髪
の
長
に
余
て
長
け
れ
ば
、
其

　
　
　
　
か
づ
ら

を
抜
取
て
蔓
に
せ
む
と
て
抜
く
也
、
助
け
給
へ
〉
と
作
品
と
の
相
違
点
は
、

作
者
が
¢
世
間
多
数
者
の
生
き
方
の
示
唆
を
付
加
し
た
、
＠
死
者
を
、
な
ん
ら

他
人
を
害
せ
ぬ
女
主
人
か
ら
詐
欺
を
働
く
行
商
女
に
改
変
し
た
、
　
行
商
女
も

老
婆
も
生
活
の
極
限
状
況
に
あ
る
と
付
加
設
定
し
た
、
¢
語
り
手
の
態
度
を
命

乞
い
か
ら
開
き
直
り
一
改
変
し
た
、
こ
と
で
あ
る
。
わ
ざ
く
相
違
さ
せ
あ

－
＠
に
、
作
者
の
意
図
が
と
く
に
強
く
う
か
が
え
る
。

　
自
分
の
行
為
を
は
じ
め
く
悪
い
事
か
も
知
れ
ぬ
Ｖ
と
述
べ
た
老
婆
が
数
行
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

と
で
く
悪
い
事
と
は
思
は
な
い
Ｖ
と
主
張
す
る
。
原
典
を
改
変
し
た
¢
－
＠
は
、

こ
の
た
め
の
条
件
を
揃
え
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、

弁
解
一
、
世
問
の
く
人
の
多
く
は
、
皆
Ｖ
生
き
る
た
め
加
害
行
為
を
し
て
い
る
。

弁
解
二
、
被
害
者
も
別
次
元
で
は
加
害
者
で
あ
っ
た
。
被
害
者
は
一
」
う
〈
さ
れ

　
て
も
い
・
〉
人
問
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

弁
蟹
二
、
加
害
者
は
そ
れ
を
く
し
な
け
れ
ば
、
饒
死
を
す
る
の
で
仕
方
が
な
Ｖ

　
く
加
害
す
る
。

弁
解
四
、
被
害
者
も
く
許
し
て
く
れ
る
の
に
ち
が
い
な
い
と
思
ふ
Ｖ
。

で
あ
る
。
老
婆
の
台
詞
は
、
弁
解
一
；
四
の
条
件
を
得
て
辻
棲
が
合
い
、
〈
論

　
　
　
　
　
　
＠

理
的
Ｖ
（
石
割
透
）
と
な
る
。

　
弁
解
二
・
三
は
、
明
快
単
純
な
の
で
説
明
を
略
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

　
弁
蟹
二
し
か
読
ま
ぬ
人
が
多
い
。
弁
解
二
・
一
二
だ
け
を
老
婆
の
理
屈
と
し
て

　
　
　
＠

採
る
先
学
も
居
る
。

　
だ
が
弁
解
一
・
四
も
、
下
人
の
変
化
契
機
と
し
て
重
要
だ
ろ
う
。

　
弁
解
一
は
世
問
普
通
人
の
あ
る
が
ま
ま
を
示
す
。
〈
だ
れ
し
も
が
そ
の
よ
う

な
悪
を
な
し
て
い
る
の
だ
。
〔
略
〕
老
婆
の
言
葉
は
、
下
人
の
前
に
、
世
問
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

「
本
来
の
下
等
さ
」
を
容
赦
な
く
あ
ば
き
出
し
て
み
せ
る
Ｖ
（
佐
藤
正
英
）
の
で

あ
り
、
〈
悪
が
充
満
し
横
行
し
て
い
る
と
い
う
世
の
中
の
あ
り
方
を
示
す
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
＠

に
な
る
Ｖ
（
清
水
康
次
）
。

　
神
経
症
は
、
あ
る
程
度
な
ら
万
人
に
存
す
る
不
快
状
態
を
、
自
分
だ
け
特
殊

の
症
状
と
と
ら
え
執
着
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
だ
か
ら
、
こ
ん
な
不
快
も

世
問
に
よ
く
あ
る
こ
と
と
受
け
流
し
て
行
け
ば
、
囚
わ
れ
か
ら
脱
出
で
き
る
と

聞
き
か
じ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
弁
解
四
は
、
和
田
繁
二
郎
が
く
エ
ゴ
の
相
互
了
解
の
合
理
性
Ｖ
と
ふ
れ
、
と

り
わ
け
三
好
行
雄
の
提
言
く
老
婆
が
白
己
の
行
為
に
、
第
三
者
の
「
許
し
」
を

主
張
し
て
い
る
の
は
重
要
で
あ
る
。
〔
略
…
彼
ら
は
〕
生
き
る
た
め
に
は
仕
方

の
な
い
悪
の
な
か
で
お
互
い
の
悪
を
許
し
あ
っ
た
Ｖ
と
い
う
解
が
有
名
で
あ
る
。

　
そ
の
後
反
論
が
出
た
。
〈
死
ん
だ
女
の
側
か
ら
の
許
し
の
存
在
な
ど
、
ど
こ

に
も
確
証
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
は
じ
め
か
ら
そ
ん
な
も
の
は
想
定
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
＠

な
い
Ｖ
（
濱
川
勝
彦
）
・
〈
「
羅
生
門
」
に
は
「
与
え
る
」
「
許
す
」
主
体
は
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

し
な
い
Ｖ
（
笹
淵
友
一
）
・
〈
蛇
を
切
り
売
り
し
た
女
は
死
ん
で
い
る
の
だ
か
ら



老
婆
を
許
せ
る
は
ず
は
な
い
し
、
そ
れ
以
前
に
老
婆
の
よ
う
な
行
為
を
許
す
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寓

志
を
示
し
て
も
い
な
い
Ｖ
一
小
林
幸
夫
一
。

　
三
好
の
く
お
互
い
の
悪
を
許
し
あ
っ
た
Ｖ
は
く
や
は
り
ゆ
き
す
ぎ
で
あ
る
Ｖ

一
小
林
幸
夫
一
。
そ
こ
を
つ
っ
こ
ん
だ
反
論
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
反
論
は
”
産
湯
と
と
も
に
赤
子
を
流
し
”
て
い
な
い
か
。
現
実
的
許

可
で
な
く
、
加
害
者
側
の
十
工
観
的
一
方
的
な
思
い
こ
み
と
し
て
な
ら
く
許
し
Ｖ

主
張
は
依
然
成
り
立
つ
と
思
う
。
三
好
も
一
老
婆
は
女
の
行
為
を
答
め
な
い
し
、

そ
れ
を
答
め
ぬ
女
が
く
大
目
に
見
て
く
れ
る
》
こ
と
を
疑
わ
な
い
Ｖ
と
書
い
て

　
ゆ
い
た
。
　
〈
第
三
者
の
「
許
し
」
Ｖ
と
い
う
よ
り
、
第
三
者
向
け
の
く
許
し
Ｖ
士
上

張
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
者
向
け
に
く
許
し
Ｖ
が
主
張
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
こ
こ
ま
で

く
人
目
Ｖ
を
く
倶
Ｖ
れ
続
け
て
き
た
下
人
に
一
つ
の
福
音
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
老
婆
の
言
説
を
ま
な
ん
で
、
下
人
は
、
¢
白
己
特
別
視
を
止
め
、
¢
因
果
応

報
の
理
を
聞
き
、
　
白
分
も
や
が
て
は
極
限
状
況
に
至
る
実
態
を
意
識
し
、
¢

他
人
の
追
求
を
う
け
て
も
言
い
ぬ
け
で
き
る
範
例
を
得
る
。

　
〈
人
目
に
か
・
る
倶
Ｖ
が
、
消
え
た
。
ニ
キ
ビ
を
気
に
し
な
く
て
よ
く
な
っ

た
。
下
人
は
く
不
意
に
、
右
の
手
を
面
胞
か
ら
離
Ｖ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
〈
下
人
が
盗
賊
に
な
る
物
語
Ｖ
一
前
田
愛
）
に
、
私
は
対
人
恐
怖
症
者
の
治
癒

物
語
を
重
ね
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

　
「
羅
生
門
」
が
く
愉
快
な
小
説
Ｖ
か
と
い
う
、
先
学
を
悩
ま
せ
た
難
問
の
突

　
　
　
　
　
「
羅
生
門
」
僻
見

破
口
も
私
な
り
に
見
付
か
り
、
「
鼻
」
へ
の
接
続
も
よ
く
な
る
。

　
　
　
　
五

　
老
婆
の
弁
解
と
下
人
の
引
剥
と
を
い
わ
ば
順
態
接
続
で
読
む
通
説
も
、
三
好

く
許
し
Ｖ
論
に
対
す
る
反
論
が
た
か
ま
る
な
か
で
、
昨
今
は
揺
れ
て
い
る
。
〈
下

人
に
よ
る
老
婆
の
着
物
引
き
剥
ぎ
は
、
老
婆
の
乗
っ
て
い
る
論
理
に
対
す
る
軽

蔑
と
噺
笑
を
こ
め
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
引
き
剥
ぎ
そ
れ
白
体
よ
り
も
、
こ
の

侮
蔑
の
ほ
う
に
実
質
が
あ
る
。
一
略
〕
引
き
剥
ぎ
は
、
老
婆
流
論
理
が
不
毛
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

あ
る
こ
と
の
見
せ
し
め
Ｖ
に
す
ぎ
な
い
一
高
僑
陽
子
一
・
一
彼
が
老
婆
か
ら
そ
の

着
物
を
剥
ぎ
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
女
の
悪
を
裁
く
こ
と
が
で
き
Ｖ
る
一
笹
淵

　
○
友
一
一
一
・
〈
下
人
は
老
婆
の
こ
と
ば
に
同
感
し
た
の
で
も
、
ま
し
て
彼
女
の
論
理

を
取
り
人
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
下
人
は
老
婆
の
持
ち
出
し
た
生
き
る
た
め
の

論
理
と
闘
争
し
、
そ
の
《
反
逆
の
論
理
》
を
獲
得
す
る
の
で
あ
っ
た
Ｖ
一
関
口

　
ゆ
安
義
一
等
、
老
婆
の
論
理
と
下
人
の
引
剥
と
を
い
わ
ば
逆
態
接
続
で
読
む
説
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
下
人
の
引
剥
を
検
討
し
よ
う
。

下
人
は
、
す
ば
や
く
、
老
婆
の
着
物
を
剥
ぎ
と
っ
た
。

　
原
典

取
て
Ｖ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
き

く
盗
人
死
人
の
著
た
る
衣
と
姻
の
著
た
る
衣
と
抜
取
て
あ
る
髪
と
を
奪

と
比
べ
れ
ば
、
周
知
の
ご
と
く
、
盗
品
の
品
種
数
量
が
異
な
る
。
原
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一



　
　
　
　
　
「
羅
生
門
」
僻
見

の
盗
品
は
＠
死
者
の
衣
・
＠
蝿
の
衣
・
◎
髪
、
三
点
で
あ
っ
た
。
作
品
の
そ
れ

は
＠
相
当
の
も
の
し
か
盗
ら
な
い
。
下
人
は
な
ぜ
＠
◎
を
手
に
し
な
か
っ
た
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
こ
の
う
ち
＠
に
つ
い
て
は
、
浅
野
洋
の
明
解
が
あ
る
。
〈
『
今
昔
物
語
』
の
死

体
は
老
婆
の
主
人
筋
に
あ
た
る
身
分
の
高
い
女
性
で
あ
り
、
そ
の
着
衣
の
商
品

価
値
も
高
か
っ
た
ろ
う
が
、
『
羅
生
門
』
の
死
体
は
身
分
の
低
い
女
だ
っ
た
し
、

し
か
も
芥
川
の
作
中
、
こ
の
死
体
が
着
衣
を
ま
と
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
Ｖ
。
申
し
分
な
き
答
で
あ
る
。

　
で
は
◎
に
つ
い
て
ど
う
か
。
◎
こ
そ
三
品
中
最
も
く
商
品
価
値
Ｖ
が
高
い
。

浅
野
洋
の
説
明
は
、
〈
一
篇
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
く
ど
く
ど
し
た
細
密
描
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

は
確
か
に
禁
物
で
あ
り
、
下
人
の
所
作
も
（
そ
の
盗
品
に
つ
い
て
も
）
加
速
を

も
と
め
て
煩
雑
な
描
写
は
削
除
し
た
、
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
が
、
前
の
場

面
で
、
老
婆
の
返
答
の
平
凡
さ
に
失
望
し
、
憎
悪
と
《
冷
な
侮
蔑
〉
を
新
た
に

抱
い
た
下
人
は
、
老
婆
の
主
張
す
る
生
活
論
理
す
ら
既
に
《
冷
然
と
し
て
〉
聞

い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
下
人
の
《
引
剥
》
行
為
の
意
図
は
、
彼
の
”
冷
め

て
い
る
”
程
度
に
み
あ
う
だ
け
、
貧
禁
な
生
の
さ
中
か
ら
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
、
と
は
言
え
ま
い
か
。
〉
と
、
な
ぜ
髪
を
盗
ら
な
か
っ
た
か
の
問
い
を

飛
び
こ
え
、
引
剥
描
写
全
体
の
評
価
に
移
っ
て
し
ま
う
。

　
私
も
、
下
人
の
引
剥
が
、
〈
貧
禁
な
生
の
さ
中
か
ら
は
離
れ
た
Ｖ
も
の
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

印
象
を
否
定
し
な
い
。
下
人
の
引
剥
は
く
貧
禁
な
生
Ｖ
の
予
行
演
習
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

見
え
る
。
と
し
て
も
、
な
ぜ
下
人
は
髪
を
盗
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
奇
矯
に
聞
一
」
え
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
私
は
下
人
が
老
婆
に
髪
を
与
え

た
、
と
解
す
る
。

　
こ
れ
を
述
べ
る
前
に
、
老
婆
弁
解
四
を
再
説
し
よ
う
。
先
に
加
害
者
側
の
一

方
的
な
思
い
こ
み
と
し
て
の
〈
許
し
〉
主
張
と
書
い
た
が
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
、

私
は
弁
解
四
を
ｏ
ｑ
才
９
昌
↑
魯
ぎ
、
贈
答
論
理
と
み
て
い
る
。

　
老
婆
台
詞
を
部
分
原
典
『
今
昔
物
語
集
』
「
太
刀
帯
陣
売
魚
蝿
語
」
と
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

す
れ
ば
、
行
商
女
の
悪
事
露
見
部
の
削
除
と
、
疫
病
死
の
付
加
と
が
浮
上
す
る
。

作
品
の
方
は
、
老
婆
が
行
商
女
の
詐
欺
を
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
老
婆
は
行

商
女
を
摘
発
懲
罰
の
方
向
で
一
切
動
か
な
い
。
〈
疫
病
に
か
・
つ
て
死
な
な
か

つ
た
な
ら
、
今
で
も
売
り
に
行
つ
て
ゐ
た
か
も
し
れ
な
い
〉
と
い
う
本
文
が
、

そ
の
こ
と
を
証
す
。
老
婆
は
行
商
女
の
悪
を
あ
ば
か
な
か
っ
た
。
生
き
ん
が
た

め
の
行
為
と
し
て
容
認
し
た
。
老
婆
は
行
商
女
に
一
つ
の
貸
し
を
作
っ
た
つ
も

り
で
い
る
〔
。
。
ぎ
〕
。
〈
だ
か
ら
、
又
今
〉
老
婆
が
行
商
女
か
ら
奪
髪
す
る
行
為

〔
試
ぎ
〕
も
く
許
し
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
Ｖ
と
主
張
し
え
た
。

　
こ
の
、
行
商
女
－
老
婆
の
ｏ
・
ぎ
－
彗
ま
宍
ｏ
を
聞
い
て
、
今
度
は
老
婆
－
下

人
の
ｏ
ｑ
才
？
彗
ま
芽
ｏ
が
発
動
す
る
。

　
下
人
は
老
婆
の
悪
事
１
１
死
体
損
傷
を
容
認
し
、
髪
を
奪
わ
せ
続
け
る
。
性
き

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

で
あ
る
。
〈
で
は
、
巳
が
Ｖ
と
、
自
分
の
悪
事
に
と
り
か
か
る
。
老
婆
の
着
衣

強
奪
で
あ
る
。
こ
の
魯
ぎ
も
許
さ
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
論
理
に
拠
る
。



　
下
人
の
奪
衣
は
、
老
婆
の
奪
髪
の
模
倣
で
あ
る
。
０
。
一
完
－
彗
｛
１
討
ぎ
の
踏
襲

で
あ
る
。

　
〈
贈
与
・
互
酬
の
原
理
Ｖ
が
”
世
間
”
の
淀
の
一
つ
で
あ
る
と
、
阿
部
謹

也
は
挙
げ
た
。
老
婆
弁
解
四
も
”
世
問
”
入
門
心
得
と
な
り
う
る
。

　
こ
う
し
て
、
下
人
は
杜
会
人
に
変
貌
す
る
。

　
〈
冷
な
侮
蔑
Ｖ
も
、
下
人
が
老
婆
の
処
世
術
に
ま
な
ん
だ
こ
と
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。
「
株
儒
の
言
葉
一
遺
稿
）
」
の
語
を
借
り
れ
ば
、
〈
最
も
賢
い

処
世
術
は
杜
会
的
因
襲
を
軽
蔑
し
な
が
ら
、
し
か
も
杜
会
的
因
襲
と
矛
盾
せ
ぬ

生
活
を
す
る
こ
と
で
あ
る
Ｖ
の
だ
か
ら
。

六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぎ

　
原
典
最
後
の
一
行
は
、
〈
此
の
事
は
其
の
盗
人
の
人
に
語
け
る
を
聞
継
て
、

此
く
語
り
伝
へ
た
る
と
や
。
ｖ
で
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
と
「
羅
生
門
」
と
を

比
較
し
た
研
究
は
多
い
け
れ
ど
、
こ
の
一
行
は
無
縁
部
分
と
し
て
く
比
較
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

象
か
ら
除
く
一
一
藤
多
佐
太
夫
）
流
儀
が
う
け
つ
が
れ
て
き
た
。

　
こ
の
一
行
は
原
典
も
無
か
ら
創
造
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
く
伝
承
記
録
で

あ
る
と
の
断
り
で
あ
る
。
そ
こ
へ
注
目
す
る
と
、
芥
川
に
と
り
示
唆
的
意
義
を

も
つ
。

　
芥
川
は
、
伝
承
世
界
と
連
続
す
る
『
今
昔
物
語
集
』
を
評
価
す
る
。
そ
の
上

で
、
屈
託
な
く
白
己
の
換
骨
奪
胎
法
の
駆
使
に
及
ぶ
。

　
　
　
　
　
「
羅
生
門
」
僻
見

　
も
と
も
と
「
羅
生
門
」
執
筆
前
の
芥
川
は
く
オ
リ
ギ
ナ
リ
テ
ー
ト
ｖ
の
欠
如

に
脳
ん
で
い
た
。
大
正
二
年
七
月
十
七
日
∴
二
年
三
月
十
九
日
書
簡
を
見
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
ゆ

「
仙
人
」
も
、
篠
塚
真
木
・
清
水
康
次
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ア
ナ
ト
ー

ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
模
倣
を
、
成
す
に
必
要
と
す
る
。

　
こ
の
点
、
心
中
引
け
目
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発

表
へ
ふ
み
き
っ
た
一
因
に
、
先
行
作
だ
っ
て
完
全
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
く
、
そ

れ
を
非
難
し
な
い
自
分
は
、
利
用
が
許
さ
れ
る
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
先
行
作
利
用
創
作
方
法
は
す
で
に
伝
わ
っ
て
い

ゆ
た
。
芥
川
は
そ
れ
を
ま
な
び
、
フ
ラ
ン
ス
を
取
り
こ
ん
で
「
仙
人
」
を
書
い
た
。

説
話
収
集
に
よ
っ
て
成
っ
た
『
今
昔
物
語
集
』
を
原
典
に
「
羅
生
門
」
を
執
筆

し
た
。

　
下
人
の
ｏ
ｑ
ぎ
？
昌
隼
芽
ｏ
は
、
ま
る
で
こ
の
瞼
の
よ
う
で
あ
る
。

　
模
倣
は
独
創
の
母
、
と
い
う
小
林
秀
雄
「
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
」
を
引
く
ま
で
も

な
い
。
芥
川
白
身
、
後
年
「
僻
見
」
で
語
っ
て
い
る
。

　
　
芸
術
上
の
理
解
の
透
徹
し
た
時
に
は
、
模
倣
は
も
う
殆
ど
模
倣
で
は
な
い
。

　
　
寧
ろ
白
他
の
融
合
か
ら
自
然
と
花
の
咲
い
た
創
造
で
あ
る
。
模
倣
の
痕
跡

　
　
を
尋
ね
れ
ば
、
如
何
な
る
古
今
の
作
品
と
難
も
、
全
然
新
し
い
と
云
ふ
も

　
　
の
は
な
い
。

と
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
「
羅
生
門
」
僻
見

注
¢
　
先
行
研
究
の
総
覧
を
断
念
し
て
、
本
稿
を
書
く
。
で
き
る
だ
け
眼
を
通
そ
う
と
心

　
が
け
は
し
た
。
文
献
目
録
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
浅
野
　
洋

　
○
木
村
一
信
一
木
村
一
信
編
『
作
品
と
資
料
芥
川
龍
之
介
』
〔
双
文
社
出
版
、
昭

　
　
　
　
　
　
　
三
嶋
　
譲

　
５
９
・
３
・
２
５
〕
一

〇
髄
千
楓
一
一
芥
川
龍
之
介
事
典
一
一
明
治
書
曄
昭
・
・
…
正
一
一

　
〇
関
口
安
義
（
『
「
羅
生
門
」
を
読
む
』
〔
三
省
堂
、
９
２
・
１
・
２
５
〕
）

　
○
志
村
有
弘
（
『
芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
』
作
品
論
集
成
１
』
〔
大
空
社
、
９
５
・
ｕ
・

　
２
４
〕
）
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
気
付
い
た
一
例
な
が
ら
、
〈
寺
村
滋
ｖ
項
の

　
論
者
名
を
木
村
が
く
寺
島
滋
一
Ｖ
と
誤
記
し
た
ら
、
菊
池
・
石
原
Ｆ
ｍ
上
段
ム

　
ー
３
〕
も
関
口
〔
ｒ
閉
ａ
１
６
〕
も
志
村
〔
巳
２
２
ム
ー
〕
も
一
致
し
て
同
様
の
誤
記
を
し

　
て
い
る
。
目
録
作
成
者
で
す
ら
現
物
総
覧
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
し
、
遺
漏
も
し

　
つ
こ
く
出
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。
手
に
負
え
な
い
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
見
落

　
と
し
が
あ
れ
ば
、
非
難
を
甘
受
す
る
。

　
　
『
鑑
賞
と
研
究
１
１
現
代
日
本
文
学
講
座
／
小
説
５
』
（
三
省
堂
、
昭
３
７
・
４
・
２
０
）

　
　
「
芥
川
龍
之
介
（
そ
の
十
二
）
」
（
昭
２
７
・
８
・
１
『
文
学
界
』
）

＠
　
『
文
章
心
理
学
』
（
三
省
堂
、
昭
１
０
・
１
０
・
２
０
）
。
改
訂
増
補
版
（
昭
１
２
・
８
・
３
０
）

　
は
解
説
文
に
字
句
修
正
あ
り
。
新
稿
版
（
大
日
本
図
書
、
昭
４
０
・
９
・
３
０
）
は
、
保

　
坂
の
報
告
と
お
り
、
章
自
体
ｕ
除
さ
れ
、
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
ー
フ
に
言
及
し
な
い
。

＠
　
「
芥
川
龍
之
介
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
技
法
」
（
昭
４
７
・
９
・
１
『
解
釈
』
）

＠
　
マ
ン
ガ
化
さ
れ
た
「
羅
生
門
」
の
ひ
と
っ
、
松
田
一
輝
『
杜
子
春
羅
生
門
』
（
ぎ

　
よ
う
せ
い
、
９
１
・
ｕ
・
１
５
）
に
、
主
人
公
が
右
頼
の
突
起
物
へ
右
手
を
延
ば
し
人
差

　
指
で
〈
ボ
リ
ボ
リ
〉
と
掻
く
し
ぐ
さ
の
コ
マ
が
あ
る
。
〈
面
飽
を
気
に
し
〉
を
掻
痒

　
感
よ
り
と
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
解
な
ど
は
、
内
容
と
有
機
的
関
連
が
認
め
ら

　
れ
ず
、
採
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

¢
「
「
羅
生
門
一
の
精
神
分
析
的
解
釈
一
一
雰
・
子
珊
一
鏑
国
語
国
文
葦

　
こ
の
点
以
外
の
寺
村
論
に
は
納
得
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

＠
　
「
芥
川
龍
之
介
の
『
羅
生
門
』
」
（
昭
４
０
・
６
・
１
『
解
釈
と
鑑
賞
』
）

　
　
『
分
析
批
評
入
門
』
（
至
文
堂
、
昭
４
２
・
６
・
１
０
）

＠
　
『
芥
川
龍
之
介
』
（
有
精
堂
出
版
、
昭
６
０
・
２
・
１
）

０
「
下
人
の
面
飽
」
（
８
７
・
２
・
２
０
『
国
語
教
室
』
）

＠
「
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
・
新
釈
一
嚢
・
－
・
・
釦
一
舳
犠
魏
簸
鉾
国
文

　
学
論
集
』
）

＠
　
「
「
羅
生
門
」
論
」
一
８
２
・
５
・
１
０
『
方
位
』
）

＠
　
こ
の
論
争
に
つ
い
て
す
で
に
笠
井
秋
生
「
「
羅
生
門
」
再
読
」
（
９
２
・
３
・
２
０
『
梅

　
花
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
）
の
証
言
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
笠
井
が
下
人
の
楼
上
へ
上

　
る
行
為
と
心
理
と
を
切
り
離
す
点
に
疑
問
を
持
つ
の
で
、
再
説
す
る
。

＠
　
「
『
奉
教
人
の
死
』
の
詩
的
中
心
」
（
平
９
・
３
・
３
１
『
叙
説
』
）

＠
　
『
古
典
と
近
代
作
家
』
一
有
朋
堂
、
昭
４
２
・
４
・
２
５
）

０
「
芥
川
龍
之
介
一
羅
生
門
一
・
一
鼻
一
一
一
一
鵯
灘
高
等
学
校
一
現
代
国
語
一
第
一

　
巻
』
〔
有
精
堂
出
版
、
昭
４
２
・
９
・
２
０
〕
）

＠
　
「
羅
生
門
」
一
昭
４
８
・
８
・
１
５
『
高
校
の
言
語
教
育
』
一

＠
「
部
分
の
把
握
を
全
体
像
一
高
め
る
短
編
小
説
の
指
導
一
一
灘
武
閉
編
一
溝
紳

　
ナ
　
引
現
代
文
指
導
の
理
論
と
実
践
』
〔
明
治
書
院
、
昭
５
４
．
５
．
５
〕
）

ゆ
　
「
鬼
に
な
っ
た
で
が
－
す
」
（
石
川
賢
『
羅
生
門
』
〔
旺
文
祉
、
８
５
・
３
・
１
２
カ
〕
）

＠
　
『
小
説
の
力
』
一
大
修
館
書
店
、
９
６
・
２
・
２
０
）

ゆ
　
田
近
洵
一
・
鈴
木
醇
爾
・
三
谷
邦
明
・
〔
司
会
〕
関
口
安
義
「
〈
座
談
会
Ｖ
「
羅
生

　
門
」
を
読
む
」
一
８
４
・
８
・
１
０
『
日
本
文
学
』
）
中
、
三
谷
が
伝
え
る
。

＠
　
早
瀬
輝
男
「
『
羅
生
門
』
－
下
人
の
人
物
像
と
主
題
」
（
昭
６
２
・
１
０
・
１
『
解
釈
』
）

　
が
伝
え
る
。

ゆ
　
前
注
文
献
の
本
人
論
考
部



萄
　
「
「
羅
生
門
」
論
一
関
口
安
義
編
『
ア
プ
ロ
ｉ
チ
芥
川
龍
之
介
』
一
明
治
書
院
、
平

　
４
・
５
・
３
０
〕
一

璽
　
内
沼
幸
雄
「
恥
・
罪
・
善
悪
の
彼
岸
」
一
昭
４
９
・
７
・
５
『
思
想
』
一
に
拠
れ
ば
、

　
対
人
恐
怖
症
の
特
長
は
く
…
一
般
に
思
春
期
の
頃
に
発
病
し
、
男
女
比
で
は
男
性
の

　
方
が
は
る
か
に
多
く
罹
患
す
る
一
最
近
は
女
性
の
患
者
も
ふ
え
て
き
て
い
る
と
い
わ

　
れ
る
一
。
／
閉
臨
床
症
状
と
し
て
は
、
赤
面
恐
怖
、
視
線
恐
怖
、
白
己
表
情
恐
怖
、

　
醜
貌
恐
怖
、
体
臭
恐
怖
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
る
〔
略
〕
、
、
／
閉
日
常
の
臨

　
床
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
疾
患
で
あ
る
が
、
一
般
人
口
に
お
け
る
出
現
率
は
不
明
で
あ

　
る
一
略
〕
。
／
…
〔
略
一
欧
米
諸
国
と
く
ら
べ
て
日
本
に
目
立
っ
て
多
い
と
い
う
の

　
が
、
い
ま
で
は
わ
が
国
の
精
神
医
学
者
の
一
般
的
見
解
と
な
っ
て
い
る
Ｖ
と
い
う
か

　
ら
、
今
日
と
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

勿
　
「
作
品
〔
「
羅
生
門
」
〕
鑑
賞
」
一
西
尾
実
〔
他
一
編
『
現
代
国
語
－
二
訂
版
学
習
指

　
導
の
研
究
』
〔
筑
摩
書
房
、
昭
４
７
・
２
・
２
５
〕
一

璽
　
「
「
羅
生
門
」
と
ゴ
ー
ゴ
リ
の
「
鼻
」
の
に
き
び
に
っ
い
て
」
一
昭
５
８
・
３
・
３
１

　
『
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究
」
一

璽
　
「
『
羅
生
門
』
論
」
一
平
元
・
１
０
・
１
０
『
常
葉
国
文
』
一

ゆ
　
注
¢
の
中
の
関
口
著
書

ゆ
　
森
田
正
馬
「
自
著
目
録
」
一
野
村
章
恒
『
森
田
正
馬
評
伝
』
〔
白
楊
社
、
７
４
・
５
・

　
７
〕
一
所
掲
〈
治
癒
セ
ル
強
迫
観
念
ノ
一
例
『
中
外
医
事
新
報
」
明
治
三
十
八
年
三

　
月
〉
は
未
見
。
こ
こ
は
本
文
で
報
じ
た
文
献
に
拠
る
。
ち
な
み
に
、
後
年
芥
川
が
森

　
田
正
馬
『
神
経
質
及
神
経
衰
弱
症
の
療
法
』
を
入
手
し
影
響
を
う
け
た
こ
と
は
有
名

　
で
あ
る
。

ゆ
　
加
害
行
為
の
最
た
る
も
の
は
殺
人
で
あ
る
。
誰
で
も
殺
人
を
く
悪
い
事
Ｖ
と
認
め

　
る
。
し
か
し
、
こ
れ
す
ら
条
件
次
弟
で
く
悪
い
事
と
は
思
は
な
い
Ｖ
と
主
張
可
能
で

　
あ
ろ
う
。
戦
争
・
死
刑
…
。
当
然
絶
対
悪
視
の
反
論
が
出
る
け
れ
ど
も
。

領
　
海
老
井
英
次
「
剥
製
の
白
鳥
」
一
九
州
大
学
公
開
講
座
委
員
会
編
『
文
学
の
な
か

箪翁領勿璽ゆ＠ｏ＠＠＠＠◎＠ の
人
間
像
』
〔
九
州
大
学
出
版
会
、
昭
５
５
・
４
・
１
０
一
一
の
く
老
婆
の
言
い
草
、
そ
れ

は
〈
悪
に
対
す
る
悪
は
許
さ
れ
る
〉
と
い
う
点
と
一
仕
方
が
な
く
て
す
る
悪
は
許
さ

れ
る
ｖ
と
い
う
二
点
に
一
↓
脚
す
る
〉
や
、
高
橋
陽
子
「
「
羅
生
門
」
と
「
倫
盗
」
」

一
昭
５
５
・
９
・
２
５
『
〔
日
本
女
ヱ
Ｊ
大
学
大
学
院
の
会
一
会
誌
』
一
の
く
老
婆
の
合
理
化

は
二
重
で
あ
る
１
，
９
こ
こ
に
い
る
死
人
た
ち
は
悪
人
で
あ
る
二
だ
か
ら
何
を
さ
れ
て

も
文
句
は
言
え
な
い
こ
亙
自
分
は
盗
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
こ
の
情
況
下
、
飢
え
死
に

す
る
、
一
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。
Ｖ

　
「
芥
川
の
初
期
作
品
に
お
け
る
「
世
間
」
に
つ
い
て
」
一
昭
５
３
・
９
・
３
０
『
実
存
主

義
」
一

　
「
「
羅
生
門
」
試
論
」
一
昭
５
５
・
３
・
３
０
『
女
子
大
文
学
』
一

　
『
芥
川
龍
之
介
』
一
創
元
杜
、
５
６
・
３
・
２
５
一

　
「
「
羅
生
門
」
孜
」
一
昭
５
５
・
１
・
２
０
『
女
子
大
国
文
』
一

　
「
「
羅
生
門
」
論
」
一
昭
５
８
・
１
２
・
１
５
『
作
新
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一

　
「
無
明
の
闇
」
一
昭
５
０
・
４
・
１
『
国
語
と
国
文
学
」
一

　
『
文
学
テ
ク
ス
ト
人
門
」
一
筑
摩
書
房
、
８
８
・
３
・
３
０
一

　
「
あ
の
頃
の
自
分
の
事
」

　
注
鋤
の
中
の
高
橋
講
文

　
「
芥
川
龍
之
介
」
一
『
日
本
の
説
話
第
６
巻
近
代
』
一
東
京
美
術
、
昭
４
９
・
３
・
２
０
〕
一

　
注
ｏ
の
中
の
笠
井
論
文
が
す
で
に
下
人
の
引
剥
は
く
盗
み
を
実
践
す
る
た
め
の
予

行
に
す
ぎ
な
い
Ｖ
と
書
い
て
い
る
、

　
清
水
康
次
蜀
が
、
〈
原
話
で
は
太
刀
帯
た
ち
の
前
に
露
顕
し
て
い
た
行
為
が
、
こ

こ
で
は
、
露
顕
す
る
こ
と
も
な
く
処
口
め
ら
れ
も
せ
ず
ま
か
り
通
っ
て
い
た
こ
と
に
改

変
さ
れ
て
い
る
Ｖ
と
報
じ
て
い
る
。

　
『
「
世
間
」
と
は
何
か
』
一
講
談
社
、
９
５
・
７
・
２
０
一
初
出
未
見
。

　
「
「
羅
生
門
」
考
」
一
昭
４
６
・
７
・
１
『
国
語
研
究
』
一

　
「
芥
川
龍
之
介
の
創
作
と
ア
ナ
ト
ー
ル
ー
ー
フ
ラ
ン
ス
」
一
成
瀬
正
勝
編
『
大
正
文
学

「
羅
生
門
」
僻
見

二
五



　
　
　
　
「
羅
生
門
」
僻
見

　
の
比
較
文
学
的
研
究
』
〔
明
治
書
院
、
昭
４
３
・
３
・
３
０
〕
）

＠
　
「
「
羅
生
門
」
へ
の
過
程
」
（
昭
５
７
・
９
・
２
５
『
国
語
国
文
』
）

＠
　
「
仏
蘭
西
文
学
と
僕
」
の
く
早
稲
田
文
学
の
新
年
号
に
、
安
成
貞
雄
君
が
書
い
た

　
〔
フ
ラ
ン
ス
〕
紹
介
Ｖ
に
つ
い
て
、
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
七
巻
』
（
岩
波
書
店
、

　
９
６
・
５
・
８
一
の
吉
田
司
雄
「
注
解
」
は
、
〈
一
九
〇
九
年
一
月
号
に
載
っ
た
生
方

　
敏
郎
「
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
作
『
タ
イ
ー
ス
』
」
の
記
憶
違
い
か
Ｖ
と
記
す
。

　
私
は
む
し
ろ
、
明
４
２
年
９
月
之
巻
に
載
っ
た
安
成
貞
雄
「
ア
ナ
ト
ー
ル
、
Ｚ
フ
ン
ス

　
英
訳
書
目
」
の
掲
載
月
記
憶
違
い
か
、
と
推
量
す
る
。
さ
て
、
右
書
目
に

　
〈
＞
畠
８
斤
軍
彗
８
困
Ｋ
０
８
Ｈ
ｏ
ｑ
串
彗
』
易
〔
略
〕
英
文
の
フ
ラ
ン
ス
論
中
、
最
も

　
出
色
の
文
字
だ
。
馬
場
孤
蝶
氏
が
、
「
新
潮
」
で
紹
介
し
た
ｖ
と
触
れ
ら
れ
た
の
が
、

　
馬
場
孤
蝶
「
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
」
（
明
４
２
・
４
・
１
『
新
潮
』
）
で
あ
る
。
そ

　
こ
に
く
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
は
、
羅
旬
文
学
及
び
仏
蘭
西
の
古
文
学
に
精
通
し

　
た
る
学
者
で
あ
る
。
其
歴
史
小
説
の
如
き
は
、
隠
れ
た
る
古
代
の
事
実
を
堀
り
出
し

　
て
来
て
使
っ
て
居
る
Ｖ
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
父

〔
付
記
〕
　
作
品
は
初
出
本
文
、
原
典
は
『
卦
国
文
叢
書
』
に
拠
っ
た
。
字
体
は
厳
密
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
一
口

　
な
い
。

二
六
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